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おまけ・きねん絵



おまけ・初期のハとレ

なにやら パラレル的 お二人。このじくうの うら橋ぞ いかに…？



おまけ・ハルさん ＱあんどＡ

１．

ハルシタ（以下 ハ）　　：でね、う〜ん、ぼくまだよく分からないところがあるんだ。
フォルク先生（以下 先）：何です、問うてみなさい。
 
ハ：なんでフォルク先生、生まれた山から さすらったんだっけ？
先：長い冬が来り、みんな食べるものが無くなってしまったことで、争いが渦巻いたのです。

　　私は骨、人々は木の実やにくさかな、お山はカレーライス…
 
ハ：お山、おいしそうなの食べていたんだね。じゅるり…
先：えぇ、ちゃんと さじを使っていましたよ。
　　はは、今日はカレーを こしらえるとしますか。
 
 
２．

ハ：すっごいよレミン、カレーをたべるんだよ、お山のひとつは！

レミン（以下レ）：おわ！…あ、なんだハルシタか。どうした？
 
ハ：あー…と……ハッそうそう！
　　レミンのいた走る街って、どういうかんじだった？

レ：んん、まぁ〜普通だぞ？

　　夢奥魔法干渉の影響を最小限にするためにさ、変化する前に移動しちまえってんで、

　　たえずレール敷き変えながら どこまでも走るんだ。
　　

　　でも走り続けるには、エネルギーが必要だろ？だから歯車をああしてこうして…
　　まぁ、技師は地下区で休みなし、街の区域をみたのは 出て行くときだったなぁ。
 
ハ：ふうむ…それならさ、ぼくが乗ってた船の惑星海間航行マギエンティカシステムを使えば…
 
レ：えっ マギエンって神話時代の伝説の技術じゃ…
ハ：えっ マギエンてなに〜？（ﾜｸﾜｸ）
 
 
３．

ハ：おーい、でっくのおじさーん！

でっく（以下で）：おじさんじゃねーから振り向かない。



ハ：でっくの何かさん 、ぼくは気になっているよ。
で：何か…んーまぁいいや、きょうは何でぇ。
 
ハ：青い髪のナシアさんと、どういうお知り合い？

で：ナシアちゃん？あのこは魔法学校の同級だけど。あとは捕と捕の縁だね。

 
ハ：…？
で：…
 
ハ：そうなんだ。それよりね、でっくさん　何屋さんなの？

で：だぁら言ってるだしょう、夢売ってるって。

　　みなよコレ！ドーナツ型天空レンズに、宇宙人か熊か不明だが かわいい ぬいぐるみだろ、
　　で、ろんぐせらー魔法じゅーすの エアー版に…っと
　　おっ ほらすげえぞ坊ちゃん、ぶなしめじ型ぶなしめじ だい！
 
ハ：いんちk…むぐっ
で：素敵商品ン、だよなぁ…？あーよし、じゃコレ。紙ひこうきじゃねえぞ、布ひこうきだ！
ハ：わぁ、すっごいねー!!
 
ナシア：（…）
 
 
４．

ハ：どっこらにゅるんと…どうもこんにちはー！
ガテラ（以下ガ）：おぉお何じゃいそんなとこから頭だけ！

 
ハ：ぼくは聞きに出てきましたました。

　　ガテラさんは、フォルク先生と何をして遊びますか？

ガ：いやいや！遊んどるわけではないわ！

ハ：でも、たまに先生、そちらへおたずねになってお土産をたまわってきたり、

　　ガテラさんも鎧のときもあれば キュートなくまさんＴしゃつのときもありんす候？
 
ガ：おぬし言葉がにわかに妙じゃぞ？それにＴしゃつを責めるでない、わが娘が選んだ品じゃ！

　　いやまぁ、あやつが訪れた折には、橋の無事渡行記念に人々がくれたものを出して食うたり

、

　　健康がどうだなあとか…そんなもんだわい。あとは思い出話とかな。
ハ：いいなぁ、んｼﾞｬぁ今ぼくに思い出話を！



 
ガ：昨日は何を食うたんじゃ？わしは…野菜の…あぁと
ハ：昨日かぁ〜何だったっけなぁ？

 
先：（記憶とは橋　または機能　心象水風の流れのようなもの…
　　しかし 昨日の食か…はて？）
 
 
５．

おダエさん：ま〜たく、この橋は よぉいじゃないよぉ。ん〜で、お天気どうかいね？
絵画婦人　：明日は… あら、雨ですわね。蛇の目をお持ちになってくださいな…
 
おダエさん：ほうかい、ありがとねぇ。舟のこぎ手達にも 言っておかにゃ。
 
イドラさん：雨なら輪踊りの儀式と 陽ごいの儀式しとこう、洗濯物乾かないし。
　　　　　　それともフォルク先生に さしあげる骨、集めようかな！
　　　　　　

 ナシアさん：湿気が多いと高く飛べないなぁ〜　武器磨こう！
 
 
絵画婦人　：（…つわものの園なのね、うら橋…）
 
 
ー以上、ある日のうら橋でした。



奥付

 

「うら橋おうらい　後」

http://p.booklog.jp/book/115255
 

うら橋も、もう下巻。

今年から週３回更新になったのですが、なんやかやで

やっぱりよゆうがっ（時間配分！）

 
一粒ずつ、一人ずつ、何かしら

しっかりみえても、よくみえなくても

そこには 橋があるのかもしれません。
 

そこをたびするひとびと すこしでも
寒風のなか、おっと思っていただければ

これ幸いであります。

（昨年？メッセージくれた方、わたついて気づけなくてすみませんでした；）

 
１２月のお話「はこいぬせんず」も、

２０１８年１月からのお話「いろへびかぞく（仮）」も、

ふるってゆる〜く 参ります。
 

では、すべきこと山踏破すべく、よき１２月を…！
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